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１．はじめに 

NEXCO3 社では、遮音壁の構造諸元を遮音壁標準図集 1)により提示しており、その耐燃性能については、

「NEXCO 試験法 906 遮音壁の耐燃性試験」2)、「NEXCO 試験法 907 遮音壁の複合試験」3)において規定さ

れている。本稿では、標準図集の規定に基づく遮音板（金属製とコンクリート製）の製品に対して規定に基づ

く耐燃性試験を実施し、遮音板（金属製）に対して複合試験を実施し、耐燃性を把握した結果を報告する。 

２．耐燃性試験 

2.1 試験対象 

 試験対象は、遮音板（金属製）L＝2m、遮音板（コンク

リート製）L＝2m の 2 製品とした（図-1）。コンクリート

製は、標準図集では L＝4m であるが、耐火炉の制約より

横幅を L＝2m に短くした製品を製作して実施した。設計

基準強度は σck＝24N/㎜ 2 と規定されているが、市販製品

の実態に合わせ σck＝30N/㎜ 2 とした。 

2.2 試験方法 

 試験体は、ロ型の枠内に設置し石膏ボードで固定し、燃焼側には不燃性の繊維を張り付けた（写真-1）。温

度計測用の熱電対を、試験炉内と試験体背面に設置した。遮音壁設計要領 4)の耐燃性区分Ⅲ（車両火災等によ

り遮音壁に影響し、第３者被害の恐れもある箇所）の条件にしたがい、「NEXCO 試験法 906」に基づいた標準

加熱曲線による 12 分間の耐燃性試験を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 試験結果 

金属製は、吸音材への引火燃焼の

後に、アルミ製の正面板が熔解し、そ

の後背面板の亜鉛メッキが熔解する

ものの、背面板が熔解し燃え抜ける

ことはなかった（写真-2）。また、背

面板の背後 10 ㎝の地点の温度は、試

験前の 10℃が 25℃程度に上昇する

程度であった（図-2）  
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写真-1 燃焼試験体設置状況 

図-1 供試体 
(1) 遮音板（コンクリート製）L-2m 

(2) 遮音板（金属板）L＝2m 

  燃焼側（金属製）  燃焼側（コンクリート製）    炉内部     設置状況（コンクリート製） 

図-2 耐燃性試験結果（金属製） 

(1）炉内            （2）背面        
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コンクリート板は、燃焼側では 2 か

所でコンクリートが剥離したが、配筋

が露呈するには至ってない（写真-3）。

背面側では水分が表面に出てくるこ

とを確認したが、燃え抜けは勿論、そ

れ以外の大きな変状は確認できなか

った。また、背面板の背後 10 ㎝の地点

の温度は、試験前の 10℃に対して温度

上昇は見られなかった（図-3）。 

 

 

 

 

 

 

３．複合試験 

3.1 試験対象 

 試験対象は、遮音板（金属製）L＝2m

とした。耐燃性試験と同一諸元である。 

3.2 試験法方法 

鉄球による複合耐衝撃性試験（写真-4）の後

に、変形した遮音板に対してバーナーにより

複合耐燃性試験を実施した（写真-5）。燃焼側

と背面側の供試体から15～20㎝離れた中央2

箇所で、熱電対により温度を計測した。 

3.3 試験結果 

鉄球の衝突により、遮音板は変形するものの支柱から落下することは

なく、またリベット等の飛散はなく、変形した製品を再度支柱に設置した

後のバーナーによる複合耐燃性試験（表面側で 510 秒、401,000℃×秒、（図

-4））では、吸音材への引火燃焼の後に、アルミ製の正面板が熔解し、そ

の後背面板の亜鉛メッキが熔解するものの、背面板が熔解し燃え抜ける

ことはなかった（写真-5）。 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

遮音板の燃焼試験の結果より、遮音板の実際の耐燃性能を把握した。 
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写真-5 複合試験結果 

写真-2 試験結果（金属製） 

図-3 耐燃性試験結果（コンクリート

(1）炉内          （2）背面        

写真-3 耐燃性試験結果（コンクリート製） 

写真-4 衝突試験 

図-4 燃焼試験結果 

(1)炉内（試験中）           (2)燃焼側           (3)背面側 

(1)燃焼側           (2)背面側 

(1)炉内（試験中）           (2)燃焼側                   (3)背面側 
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